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本
書
は
、
明
治
天
皇
（
一
八
五
二
―
一
九
一
二
）
が
赤
坂
仮
皇
居
時
代
に
「
御
会
食
所
」
と
呼
ば
れ
た
場

所
で
行
っ
た
宮
中
外
交
を
「
建
築
」「
テ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
」「
人
物
」
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
読
み
と
く
も

の
で
あ
る
。

　

明
治
天
皇
と
そ
の
皇
后
で
あ
る
昭
憲
皇
太
后
（
一
八
四
九
―
一
九
一
四
）
の
饗
応
の
舞
台
と
そ
の
様
子
を
、

多
方
面
か
ら
検
証
し
て
い
く
前
例
の
な
い
試
み
と
な
る
も
の
だ
が
、
ま
ず
、
本
論
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
二
つ
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
明
治
天
皇
の
住
ま
い
に
つ
い
て
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
明
治
外
交
の
舞
台
に
つ
い
て
で
あ
る
。

＊
明
治
天
皇
、
四
つ
の
住
ま
い

　

先
ほ
ど
「
明
治
天
皇
が
赤
坂
仮
皇
居
時
代
に
」
と
書
い
た
が
、
こ
の
「
赤
坂
仮
皇
居
」
と
は
、
明
治
天
皇

に
と
っ
て
三
つ
目
の
住
ま
い
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。

　

明
治
ま
で
の
天
皇
は
、
数
例
を
除
け
ば
、
あ
ま
り
人
前
に
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
生
涯
を
京
都
御
所

だ
け
で
終
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

まえがき
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明
治
天
皇
も
、
世
が
江
戸
幕
府
体
制
の
ま
ま
移
ろ
え
ば
、
近
世
の
天
皇
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
生
涯
を
京

都
御
所
の
な
か
で
終
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
明
治
維
新
と
い
う
時
代
の
大
転
換
が
起
こ
り
、
明
治
天
皇
は
生
涯
を
通
し
て
四
つ
の
場
所
に
住

ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

ひ
と
つ
目
の
住
ま
い
は
、
京
都
御
所
で
あ
る
。

　

明
治
天
皇
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
京
都
御
所
内
の
御お

ん

産う
ぶ

所し
ょ

で
生
ま
れ
、
江
戸
の
世
が
終
わ
る
ま

で
、
ず
っ
と
京
都
御
所
か
ら
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
に
な
る
と
、
新
し
い
世
の
到
来
を
示
す
た
め
に
「
行
幸
」
と
呼
ば
れ
る
天
皇
の
外
出
が
、

頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

天
皇
の
初
め
て
の
行
幸
は
、
明
治
元
年
に
京
都
の
二
条
城
に
て
、
新
政
府
の
総
裁
で
あ
る
有
栖
川
宮
熾た

る

仁ひ
と

親
王
に
旧
幕
府
軍
の
追
討
令
を
出
す
際
に
実
現
し
た
。

　

そ
し
て
同
年
、
明
治
天
皇
は
東
京
行
幸
に
よ
り
江
戸
城
に
入
城
。
翌
年
か
ら
、
こ
の
地
が
明
治
天
皇
の
新

た
な
る
住
ま
い
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
天
皇
は
、
こ
の
二
つ
目
の
住
ま
い
か
ら
慌
た
だ
し
く
立
退
く
こ
と
に
な
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
五
月
五
日
、
皇
居
宮
殿
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
江
戸
城
の
西
ノ
丸
御
殿
が
、
女
官
部
屋

か
ら
の
出
火
に
よ
り
焼
失
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
際
、
明
治
天
皇
と
皇
后
が
緊
急
避
難
し
、
そ
の
ま
ま
仮
の
住
ま
い
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
が
、
三
つ
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目
の
住
ま
い
と
な
っ
た
赤
坂
仮
皇
居
で
あ
る
。

　

こ
の
地
は
、
も
と
も
と
紀
州
徳
川
家
の
江え

戸ど

屋や

敷し
き

が
あ
っ
た
場
所
で
、
こ
の
地
に
仮
皇
居
を
定
め
た
こ
と

か
ら
、
以
降
こ
の
住
ま
い
は
「
赤
坂
仮
皇
居
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

明
治
天
皇
は
、
こ
の
赤
坂
仮
皇
居
に
、
明
治
六
年
五
月
五
日
か
ら
お
よ
そ
十
六
年
に
わ
た
っ
て
住
み
、
明

治
二
十
二
年
一
月
、
新
し
く
で
き
た
明
治
宮
殿
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
明
治
宮
殿
が
、
明
治
天
皇
に
と
っ
て
最
後
と
な
る
四
つ
目
の
住
ま
い
と
な
っ
た
。
こ
の
宮
殿
は
、
旧

江
戸
城
の
西
ノ
丸
に
和
洋
折
衷
の
木
造
建
築
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
二
十
二
年
二
月
の
大
日
本

帝
国
憲
法
発
布
式
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。
明
治
天
皇
だ
け
で
な
く
、
大
正
天
皇
、
昭
和
天
皇
も
居
所
と
し
た

明
治
宮
殿
だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
の
東
京
空
襲
の
際
に
類
焼

し
て
、
そ
の
す
べ
て
を
焼
失
し
て
い
る
。

　

な
お
、
余
談
に
な
る
が
、
明
治
宮
殿
の
次
な
る
宮
殿
が
作
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
こ
と
。
昭
和

天
皇
は
、「
国
民
の
復
興
が
先
」
と
、
宮
殿
の
造
営
を
認
め
ず
、
こ
の
間
、
防
空
壕
だ
っ
た
御
文
庫
で
過
ご

し
て
い
る
。

＊
明
治
外
交
、
三
つ
の
舞
台

　

さ
て
、
本
書
を
読
み
と
く
上
で
重
要
な
「
赤
坂
仮
皇
居
」
の
位
置
づ
け
は
、
お
お
よ
そ
理
解
い
た
だ
け
た

で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
は
「
御
会
食
所
」
の
概
要
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
明
治
宮
殿
が
完
成
す
る
以

まえがき



iv

前
、
す
な
わ
ち
赤
坂
仮
皇
居
時
代
の
明
治
外
交
の
三
つ
の
舞
台
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

　

ひ
と
つ
め
は
明
治
十
六
年
、
日
比
谷
に
作
ら
れ
た
「
鹿
鳴
館
」。
設
計
者
は
日
本
建
築
界
の
父
と
呼
ば
れ

る
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（
一
八
五
二
―
一
九
二
〇
）
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
「
明
治
外
交
の
舞
台
」
と
聞
い
て
、
多
く
の
人
が
真
っ
先
に
名
前
を
思
い
浮
か
べ
る
の
が
こ
の

鹿
鳴
館
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
外
務
卿
で
あ
っ
た
井
上
馨か

お
る（

一
八
三
六
―
一
九
一
五
）
の
発
案
で
作
ら
れ
た

こ
の
社
交
場
で
は
、
当
時
の
日
本
外
交
の
課
題
で
あ
っ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
の
た
め
日
本
が
文
化
的
に
も

欧
米
に
近
い
先
進
国
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
、
外
交
官
た
ち
を
招
い
て
の
夜
会
が
た
び
た
び
催
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
急
ご
し
ら
え
の
洋
風
接
待
は
、
外
国
人
か
ら
の
評
判
も
よ
く
な
い
う
え
、
国
内
か
ら
も
「
退
廃
的

行
為
」
な
ど
と
少
な
か
ら
ぬ
悪
評
に
晒
さ
れ
た
。
こ
の
鹿
鳴
館
で
饗
宴
が
催
さ
れ
た
の
は
、
井
上
馨
が
外
務

卿
を
辞
任
す
る
明
治
二
十
年
ま
で
と
、
そ
の
期
間
は
四
年
あ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
「
明

治
外
交
＝
鹿
鳴
館
」
と
い
う
印
象
が
強
い
の
は
、
こ
の
芳
し
く
な
い
評
判
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
鹿
鳴
館

は
明
治
二
十
三
年
に
宮
内
省
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
昭
和
十
五
年
に
は
そ
の
建
物
も
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。
現

在
は
、
東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
近
く
に
、
そ
の
跡
を
示
す
石
碑
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ふ
た
つ
め
は
「
延
遼
館
」
で
あ
る
。

　

明
治
二
年
の
春
、
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
は
、
夏
に
イ
ギ
リ
ス
王
国
の
第
二
王
子
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
が
ア
ジ

ア
歴
訪
の
途
上
、
日
本
に
立
ち
寄
る
と
政
府
に
告
げ
る
。
こ
こ
か
ら
明
治
政
府
に
と
っ
て
初
め
て
の
国
賓
接

遇
が
始
ま
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
際
し
て
宿
泊
施
設
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
場
所
は
、
江
戸
時
代
に
は
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徳
川
将
軍
家
の
別
邸「
浜
御
殿
」が
あ
っ
た
現
在
の
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
。
こ
こ
に
当
時
あ
っ
た
海
軍
施
設「
石

室
」
を
改
修
し
、
調
度
品
を
整
え
て
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
を
も
て
な
す
宿
舎
と
し
た
。
こ
れ
が
「
延
遼
館
」
と
名

付
け
ら
れ
、
こ
の
の
ち
、
外
務
省
の
管
轄
と
な
っ
て
、
国
賓
の
接
遇
や
宿
泊
の
施
設
、
饗
応
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
後
、
明
治
十
六
年
に
鹿
鳴
館
が
で
き
る
と
、
延
遼
館
は
外
務
省
か
ら
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
る
。
こ
こ

か
ら
外
務
省
は
鹿
鳴
館
を
、
宮
内
省
は
延
遼
館
を
外
交
接
待
に
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
鹿
鳴
館
、
延
遼
館
と
な
ら
ぶ
三
つ
め
の
明
治
外
交
の
舞
台
が
、
本
書
の
主
役
と
な
る
「
御
会
食
所
」

で
あ
る
。

　

御
会
食
所
は
、
明
治
天
皇
の
三
つ
め
の
住
ま
い
と
な
っ
た
赤
坂
仮
皇
居
に
明
治
十
四
年
十
月
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
、
皇
居
の
な
か
で
は
、
天
皇
と
の
対
面
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
行
わ
れ
た
。

　

年
頭
の
新
年
拝
賀
に
お
い
て
は
、
天
皇
と
高
級
官
僚
や
有
位
有
爵
者
と
の
主
従
関
係
が
「
拝
賀
」
と
い
う

行
為
の
な
か
で
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
各
国
の
外
交
官
に
対
し
て
は
、
そ
の
着
任
、
離
日
に
際
し
て
宮
中
で
天

皇
へ
の
謁
見
が
許
さ
れ
、
外
国
の
皇
族
が
来
朝
し
た
際
に
は
宮
中
で
の
天
皇
と
の
対
面
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。

　

宮
中
で
は
こ
う
し
た
天
皇
と
の
対
面
の
他
に
、
よ
り
親
密
な
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
天
皇
と
食
事
を

共
に
す
る
「
御
会
食
」
と
い
う
機
会
が
し
ば
し
ば
設
け
ら
れ
た
。

まえがき
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明
治
天
皇
の
御
会
食
に
は
、身
内
で
あ
る
皇
族
方
と
の
祝
い
事
に
際
し
て
皇
后
や
皇
太
后
（
英
照
皇
太
后
）

と
開
く
ご
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
か
ら
、
年
中
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
る
三
大
節
賜
宴
（
新
年
宴
会
、
紀
元

節
賜
宴
、
天
長
節
賜
宴
）
や
外
賓
が
来
朝
し
た
際
の
宮
中
晩
餐
会
と
い
っ
た
国
家
儀
礼
ま
で
多
様
な
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
天
皇
と
会
食
の
相
手
と
の
「
距
離
」
や
「
親
密
さ
」
が
、
会
食
の
形
式
や
食
事
の
内

容
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
。

　

御
会
食
所
は
、
赤
坂
仮
皇
居
と
い
う
臨
時
の
住
ま
い
に
不
足
し
て
い
た
こ
の
よ
う
な
「
御
会
食
」
を
催
す

た
め
、
天
皇
専
用
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

外
観
は
和
風
意
匠
で
あ
り
な
が
ら
、
内
部
は
洋
風
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
和
洋
折
衷
の
大
空
間
の
建
物
で
、

設
計
者
は
宮
内
省
の
技
師
・
木き

子こ

清き
よ

敬よ
し

（
一
八
四
五
―
一
九
〇
七
）。
木
子
は
、
明
治
二
十
二
年
に
竣
工
し

た
明
治
宮
殿
の
設
計
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

明
治
天
皇
が
赤
坂
仮
皇
居
で
過
ご
し
た
明
治
六
年
五
月
か
ら
明
治
二
十
二
年
一
月
ま
で
は
、
西
南
戦
争
を

代
表
と
す
る
内
乱
の
鎮
圧
、
幕
末
に
諸
外
国
と
締
結
し
た
不
平
等
条
約
の
改
正
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定

と
国
会
開
設
と
い
っ
た
、
近
代
国
家
と
し
て
の
体
制
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
天

皇
と
の
「
御
会
食
」
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
す
る
た
め
の
触
媒
の
よ
う
な
役
割
も
期
待

さ
れ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
「
御
会
食
所
」
が
あ
っ
た
赤
坂
仮
皇
居
の
場
所
に
は
、
現
在
、「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
」
が
建
っ

て
い
る
。
こ
の
建
物
は
、
も
と
も
と
嘉よ

し

仁ひ
と

親
王
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
の
住
居
、
す
な
わ
ち
「
東と

う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

」
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と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
三
十
二
年
に
着
工
し
、
十
年
後
の
明
治
四
十
二
年
に
竣
工
し
て
い
る
。
設

計
者
は
、
宮
廷
建
築
の
第
一
人
者
で
あ
る
片
山
東と

う

熊く
ま

（
一
八
五
四
―
一
九
一
七
）
で
あ
る
。

　

こ
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
の
場
所
に
あ
っ
た
「
御
会
食
所
」
と
、「
鹿
鳴
館
」
そ
し
て
「
延
遼
館
」
の
三
つ
が
、

明
治
宮
殿
誕
生
以
前
の
日
本
外
交
を
支
え
た
舞
台
な
の
で
あ
る
―
―
。

＊
今
な
お
残
る
「
御
会
食
所
」

　

本
書
を
読
み
と
く
う
え
で
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
「
明
治
天
皇
、
四
つ
の
住
ま
い
」
と
「
明
治
外

交
、
三
つ
の
舞
台
」
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
こ
の
「
は
じ
め
に
」
の
最
後
に
本
書
で
な
ぜ
赤
坂
仮
皇
居
に
あ
っ
た
「
御
会
食
所
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
の
か
、
そ
の
最
た
る
理
由
を
ご
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
こ
の
建
物
が
、
今
も
な
お
、
誰
も
が
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
の
場
所
を
「
明
治
記
念
館
」
と
い
う
。

　

明
治
記
念
館
は
、
明
治
神
宮
外
苑
の
一
角
で
あ
る
東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
丁
目
に
あ
り
、
総
合
結
婚
式
場

と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
が
、
こ
の
本
館
こ
そ
「
御
会
食
所
」
の
建
物
、
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
宮
殿
が
完
成
し
、
明
治
天
皇
と
皇
后
が
赤
坂
仮
皇
居
か
ら
移
ら
れ
る
と
、
同
地
に
は
皇
太
子
の
居
所

と
な
る
「
東
宮
御
所
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
御
会
食
所
」
は
、
い
っ
た
ん
、
解
体

さ
れ
る
も
、
そ
の
後
、
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

まえがき
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移
築
先
は
、
当
時
、
伊
藤
博
文
邸
の
あ
っ
た
現
在
の
品
川
区
大
井
。「
御
会
食
所
」
は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー

ル
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
草
案
を
審
議
す
る
枢
密
院
会
議
の
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
い
た
た
め
、こ
の
枢
密
院
の
議
長
で
あ
っ
た
伊
藤
に
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伊
藤
は
、こ
の
建
物
を
「
恩

賜
館
」
と
名
付
け
、
応
接
な
ど
に
用
い
た
。

　

明
治
四
十
二
年
に
伊
藤
博
文
が
亡
く
な
り
、
時
代
が
大
正
に
移
っ
て
明
治
神
宮
外
苑
の
造
営
が
計
画
さ
れ

る
と
、
伊
藤
博
文
の
息
子
の
伊
藤
博
邦
か
ら
明
治
神
宮
に
こ
の
「
恩
賜
館
」
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
こ
の
建
物
は
過
去
の
経
緯
に
ち
な
ん
で
「
憲
法
記
念
館
」
と
改
名
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
戦
後
と
な
る
昭
和
二
十
二
年
に
、
同
館
は
「
明
治
記
念
館
」
と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
、
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
御
会
食
所
」
の
建
物
は
、
い
っ
た
ん
、
元
赤
坂
の
地
を
離
れ
た
後
、
道
路
を
挟
ん
だ
先
に

あ
る
元
赤
坂
の
隣
地
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
明
治
記
念
館
で
は
、
数
多
く
の
結
婚
式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
建
物
が
、
こ

の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
き
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
今
も
披
露
宴
が
行
わ
れ
る
部
屋
で
、
明
治
天
皇
と

昭
憲
皇
太
后
が
食
事
を
し
、
伊
藤
博
文
ら
が
憲
法
の
審
議
を
し
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
人
も
少
な
い
。

　

し
か
し
、
現
在
の
明
治
記
念
館
の
本
館
は
、
明
治
時
代
、
幾
多
の
歴
史
的
舞
台
と
な
っ
た
貴
重
な
遺
構
な

の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
本
書
で
は
、
こ
の
「
御
会
食
所
」
の
新
た
な
評
価
へ
と
つ
な
が
る
一
歩
と
し
て
、
建
築
、
テ
ー
ブ

ル
ア
ー
ト
、
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
明
治
と
い
う
時
代
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

来
年
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
は
、
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
五
十
年
の
節
目
の
年
。
少
し
で
も

多
く
の
方
に
、
明
治
と
い
う
時
代
の
実
像
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

まえがき
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本
書
は
、
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
皇
室
外
交
の
舞
台
と
な
っ
た
「
天
皇
の
ダ
イ
ニ

ン
グ
ホ
ー
ル
」、
赤
坂
仮
皇
居
の
御
会
食
所
と
そ
の
時
代
を
論
じ
た
共
著
書
で
あ
る
。
当
時
の
御
会
食
所
の

建
物
は
、
今
も
明
治
記
念
館
本
館
と
し
て
現
存
す
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
明
治
天
皇
が
使
用
し
た
宮
殿

建
築
唯
一
の
遺
構
で
あ
る
同
館
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
文
化
的
意
義
を
ま
と
め
た
最
初
の
著
作
で
も
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
日
本
近
代
建
築
史
を
専
門
と
す
る
山
﨑
鯛
介
が
執
筆
し
た
。
山
﨑
は
、
赤
坂
仮
皇
居
御
会
食

所
の
建
設
過
程
を
検
証
し
、
そ
の
設
計
意
図
と
改
修
経
緯
、
儀
礼
空
間
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

た
。
第
二
章
は
、
日
本
近
代
美
術
史
の
研
究
者
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
・
レ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ン
が
担
当
し
た
。
レ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ン
は
「
食
卓
の
外
交
」
を
テ
ー
マ
に
、
御
会
食
所
時
代
に
発
展
を
と
げ
た
宮
中
洋
食
器
に
つ
い
て
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
成
立
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
章
で
は
、
今
泉
宜
子
が
比
較
文
化
史
的
な
観
点

か
ら
、
黎
明
期
の
宮
中
外
交
を
支
え
た
人
物
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
た
。

　

刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
・
編
集

に
い
た
る
ま
で
、
岡
部
敬
史
氏
と
サ
ト
ウ
ミ
ユ
キ
氏
に
は
終
始
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

あ
と
が
き
に
か
え
て
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第
二
章
の
翻
訳
は
、
林　

美
和
子
氏
の
丁
寧
か
つ
献
身
的
な
仕
事
が
な
け
れ
ば
、
時
間
の
制
約
の
な
か
で
完

遂
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
思
文
閣
出
版
新
刊
事
業
部
の
原　

宏
一
氏
、
田
中
峰
人
氏
に
は
、

本
書
の
出
版
に
つ
い
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
特
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
と
く

に
田
中
氏
に
は
、
度
重
な
る
執
筆
の
遅
れ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
で
、
ご
迷
惑
も
数
多
く
お
か
け
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
辛
抱
強
く
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

明
治
記
念
館
は
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
明
治
神
宮
の
総
合
結
婚
式
場
と
し
て
開
館

し
て
か
ら
、
本
年
十
一
月
一
日
で
七
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
こ
の
記
念
の
年
ま
わ
り
に
本
書
の
出
版
が

実
現
し
た
こ
と
を
僥
倖
と
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
位
に
は
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
々
に
本
書
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月　

今
泉
宜
子

あとがきにかえて
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ジョージ王子（英国皇太子、ジョージ五世）

　……10,81,92,96～103,190
ジョージ五世 ▶▶▶ ジョージ王子
ジョージ四世……94 
スクライブ、Ｆ・Ｇ……169
 

 
大正天皇 ( 嘉仁親王 )……iii,vi,4,20,177,178
ダヴィドフ、アレクサンドル……200
谷干城……173
ダルトン、ジョン・ニール……96 
チャリネ（ジュゼッペ・キアリーニ）……138 
辻喜右衛門 ( 三代 )……109
辻喜平次 ( 六代 )……109
辻喜平次 ( 十代 )……109
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i,ii,vi,viii,2,4,10,12,20,22,23,30,
31,34,55,59,62,75,77,120,131,133～144,146 ～155,162
～164,184,210,211,213

た

辻勝蔵 ( 十一代 )……11 79,109,110
津田梅子……145,146,156 
テイラー、ウィリアム……86
デヴァウォングセ（タイ国特命使臣）……11,187
デヴェッテ ▶▶▶ ルイ・ドゥエット 
手塚亀之助……110
寺島宗則……16,165,183
デロング、チャールズ……76, 156 
ドイツ国皇孫（アルベルト・ヴィルヘルム・ハインリヒ）

　……36,37,39
ドゥエット、ルイ（デヴェッテ）……12,198～ 202,207
徳川昭武……159
徳川慶喜……72
トリゲロス、ルイス・デル・カスチロ(スペイン公使 )

……193,195
ドルレアン、アンリ・マリー・フィリップ……11,140,190
 

 
長崎省吾……146,187,188
中山慶子……73
鍋島直大……142
ナポレオン、ルイ（イタリア国皇孫）……11,12,137 
新見正興……70
西五辻文仲……184,185,201
西尾益吉……182,196
西徳二郎……152
 

 
パークス、ハリー・スミス……iv,16,169
ハインリヒ親王 (ドイツ帝国皇孫 )……9
バスカラウォングス、フィヤ……201
蜂須賀茂韶……206
バルトーク、ベーラ……213 
ビートン、イサベラ……64,75
東伏見宮 ▶▶▶ 小松宮彰仁
ビンガム、ジョン・アーマー（米国公使）……16,136,195
フェルディナント、フランツ……164,165,208
フェルディナント、レオポルト……7,11,164,187
深海墨之助……110
深川栄左衛門……110
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アイゼンデッヒャー、カール・フォン……169,171
アウグスト、オスカル・カール（スウェーデン国皇子）

　……11, 136,187
青木エリザベート……10,146
青木周蔵……146,170
青柳義幸……192,194
秋山徳蔵
……99,177～179,182,189,190,192,195～197,209,212
芥川龍之介……130,131
麻見義修……122
アシュバーナム ( 第四代 )……87
有栖川宮威仁……152,153
有栖川宮熾仁……ii,36
有栖川宮熾仁妃……154
有馬文仲……67
アルフレート ▶▶▶ エジンバラ公 
アルベルト・ディ・サヴォイア、トンマーゾ……8
アレキサンドロヴィッチ、アレキシス……8
アレクサンドラ ( デンマーク王女 )……91
アレクサンドル三世……151,152
安藤勉……165 
五百旗頭薫……165
五辻安仲……122,201
伊藤梅子……146,147
伊藤博邦……viii
伊 藤 博 文 ……viii,12,20,127,135～139,146,151,171,174, 
182,187,200
井上馨
……iv,6,12,15,16,130,131,157,158,162,163,165～176,211

井上毅……173
井上武子……10
岩壁義光……133
岩倉具定……207,208
岩倉具視……52,156,181 
ヴィクター、アルバート（英国皇太子）

……10,81,92,96～103,190
ヴィクトリア女王……81,86,91,94,96,103
ヴィルヘルム、フリードリヒ……11,145,188
植木淑子……140,141
上野広一……167
歌川芳員……68 

英照皇太后……vi
エジンバラ公（英国皇子、アルフレート）……iv,v,7,8,73
エスコフィエ、オーギュスト……195,196,204,205
エドワード七世 (ウェールズ公）……91 
大久保利通……156
大隈重信……174
大槻玄沢……67
大山巌……143,145
大山捨松……145,147
オールコック、ラザフォード……159
刑部芳則……135
オン、エド……207,208
 

 
 
香川敬三……137,143,206,208
香川志保子……142,143,145
片山淳之介……71
片山東熊……vii
仮名垣魯文……180
カラカウア ( ハワイ国皇帝 )……10,37,38
幹山伝七……79,106,108,109 
木子清敬……vi,40
木子幸三郎……40
喜多川歌麿……67
北島以登子……142,143,145,164
北白川宮能久妃……154
北村重威……181,183,184
木戸孝允……73,74,156
キヨッソーネ、エドアルド……148 
草野丈吉……180
久米邦武……92,114
クライナー、ヨーゼフ……167
グラント、ジュリア・デント……119
グラント、ユリシーズ・Ｓ……9,39,119 ～ 121
栗野慎一郎……211
グリフィス、Ｗ・Ｅ……27 
小出光照……143
孝明天皇……212
コダーイ、ゾルターン……213
小松宮彰仁（東伏見宮）……97,108,137
小村寿太郎……157
コンドル、ジョサイア……iv
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